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はじめてのハッピーバースデイ
平成23年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●工藤光
こ う き

生ちゃん
Ｈ23.3.4

（関上・男の子）
１才のお誕生日おめで
とう !!　元気で思いや
りのある子に育って
ね。

●畠山美
み く り

紅里ちゃん
Ｈ23.3.8

（新田・女の子）
3.11を経験した美紅
里ちゃん。お誕生日お
めでとう !!  いち・に・
いち・に！ 歩く練習
一緒に頑張ろうね。

　

２
月
26
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
、
第
５
回
た
っ
こ
に
ん
に

く
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
９
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
年
に
一
度
の
う
る
う
年
で

２
月
29
日
が
あ
る
と
あ
っ
て
、
２
２
９

（
に
ん
に
く
）
に
ち
な
ん
だ
店
舗
が
多

数
出
店
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ガ
ー
リ
ッ
ク

レ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
５
名
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
田
子
町
道
前
出
身
で
八
戸
市
在
住

の
大
坊
加
奈
子
さ
ん
（
25
）
が
見
事
レ

デ
ィ
の
座
を
射
止
め
ま
し
た
。
大
坊
さ

ん
に
は
、４
月
以
降
１
年
間
に
わ
た
り
、

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ
市
表

敬
訪
問
や「
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
」

な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
、
残
り
の
４
名
の
方
に
も
、

準
ミ
ス
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
っ
こ
王
子
１
歳
の
誕
生
日

イ
ベ
ン
ト
や
青
森
山
田
中
学
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

つ
つ
け
の
早
食
い
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

ま
つ
り
に
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

大
忙
し
の
出
店
ス
タ
ッ
フ
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ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
決
ま
る
！

第
５
回
た
っ
こ
に
ん
に
く
ま
つ
り

ガーリックレディに選ばれた大坊さん

大勢の来場者でにぎわう
会場内

←「たっこ王子」
　１歳になりました！

↑美しい音色を奏でた
　ミニコンサート
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て
お
り
、
今
回
は
40
名
ほ
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
大
間
町
在
住

の
薬
剤
師
高
橋
信
一
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
あ
ぁ
！  

勘
違
い
？

思
い
込
み
？  

お
薬
と
健
康
食

品
の
正
し
い
使
い
方
と
は
？
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
生
活
習
慣
病
の
薬

を
例
に
正
し
い
飲
み
方
を
説
明

し
、
処
方
さ
れ
た
薬
に
余
分
な

も
の
は
１
つ
も
な
い
と
説
明
し

た
ほ
か
、
人
を
不
幸
に
さ
せ
る

要
因
と
し
て
「
知
ら
な
い
」「
気

が
付
か
な
い
」「
判
ら
な
い
」
の

３
つ
を
挙
げ
、
テ
レ
ビ
や
人
か

ら
教
え
ら
れ
た
情
報
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
、
自
分
の
判
断
で
選
ぶ

こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

が
集
い
、
発
売
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ど
で
ん
米
実
行
委
員
会
々
長

の
久
慈
正
良
さ
ん
（
74
・
南
側
）

は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
ど
で
ん

米
を
育
て
る
こ
と
へ
の
関
心
を

失
わ
ず
に
応
援
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ど
で
ん
米
は
、
に
ん
に
く
焼

酎
「
ど
で
ん
」
を
田
ん
ぼ
１
反

歩
あ
た
り
１
本
流
し
入
れ
て
栽

培
さ
れ
た
も
の
で
、
炊
き
あ
が

り
の
際
に
若
干
に
ん
に
く
の
香

り
を
感
じ
る
場
合
が
あ
る
よ
う

で
す
。
県
内
量
販
店
に
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
２
９
０
日
を
目
指
し
て

〜
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２

年
間
達
成
〜

　

２
月
23
日
、三
戸
警
察
署
で
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
年
間
達

成
の
功
績
に
対
し
て
、
三
戸
地

区
交
通
安
全
協
会
田
子
支
部

（
宮
村
純
吉
支
部
長
）
と
三
戸

地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支
隊

（
萩
原
則
好
支
隊
長
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
村
支
部
長
は
「
３
月
中
に

は
指
導
隊
員
を
あ
と
１
～
２
名

増
員
し
、
高
齢
者
へ
の
反
射
材

配
布
や
、
夕
方
の
早
め
点
灯
を

呼
び
か
け
て
事
故
防
止
を
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、萩
原
支
隊
長
は
「（
に

ん
に
く
に
ち
な
み
）
２
２
９
０

日
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
に
、

隊
員
一
同
一
致
団
結
し
て
取
り

組
み
た
い
。
あ
と
４
年
２
カ
月

あ
ま
り
な
の
で
、
頑
張
っ
て
達

成
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、

２
２
９
０
日
達
成
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

健
康
食
品
の
賢
い
選
び
方

は
〜
ほ
の
ぼ
の
研
修
会
〜

　

２
月
15
日
、中
央
公
民
館
で
、

平
成
23
年
度
ほ
の
ぼ
の
交
流
協

力
員
及
び
福
祉
安
心
電
話
協
力

員
合
同
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ

熊
野
大
権
現
年
越
祭

　

２
月
15
日
、
八
坂
神
社
で
、

月
例
祭
と
熊
野
大
権
現
年
越
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
八
坂
神
社
が
主
催

し
、
月
例
祭
は
毎
月
15
日
、
年

越
祭
は
毎
年
２
月
15
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
月
例
祭
で
は
八

坂
神
社
責
任
総
代
や
同
敬
神
婦

人
部
、
田
子
神
楽
保
存
会
ら
10

名
が
参
拝
し
、
各
代
表
者
が
玉

串
奉ほ

う
て
ん奠

を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
年
越
祭
で
は
、
田
子
神

楽
保
存
会
に
よ
り
権
現
舞
と
番

楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

『
ど
で
ん
米
』
デ
ビ
ュ
ー

　

２
月
19
日
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
、
ど
で
ん
米
発
売
記

念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
生
産
者

な
ど
の
関
係
者
ら
40
名
あ
ま
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

感謝状が贈られた萩原支隊長（左）と宮村支部長

魔除け・疫除に「頭かじり」

講演をする高橋氏

田子診療所に
西野整一先生が着任

　３月１日付けで、田子診療所
に西野整

せいいち

一先生（副所長）が着
任されました。診察は、内科と
泌尿器科を担当します。３月２
日に行われた歓迎会では、「訪問
診療など覚えることはたくさん
ありますが、よろしくお願いし
ます」と意気込みを述べました。
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べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
指
定
さ
れ
た
５

店
舗
を
ま
わ
っ
た
後
、
ス
タ
ー

ト
地
点
で
あ
る
中
央
公
民
館
に

戻
っ
て
ゴ
ー
ル
し
、
豪
華
景
品

の
抽
選
に
参
加
し
ま
し
た
。
中

に
は
「
酒
飲
み
だ
か
ら
ゆ
っ
く

り
し
す
ぎ
て
戻
っ
て
来
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
方
も

い
て
、
参
加
者
ら
は
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

笑
い
な
が
ら
健
康
に

〜
落
語
講
演
会
〜

　

２
月
25
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
、
心
を
元
気

に
す
る
落
語
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
心
の
健
康

づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
保

健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
開
催
さ
れ
、
１
５
０
名
ほ
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

医
師
で
あ
り
落
語
家
で
も
あ

る
講
師
の
立
川
ら
く
朝
さ
ん
は
、

「
笑
う
と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

日
本
人
の
死
亡
原
因
ト
ッ
プ
３

で
あ
る
ガ
ン
・
心
臓
病
・
脳
卒

中
の
予
防
に
な
る
」
と
話
し
、

笑
う
こ
と
に
よ
る
心
と
体
へ
の

効
果
を
説
明
し
ま
し
た
。
続
い

て
行
わ
れ
た
創
作
落
語
も
健
康

に
関
す
る
内
容
で
、
参
加
者
ら

は
笑
い
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

功
績
を
讃
え
て
〜
ス
ポ
ー

ツ
賞
・
文
化
賞
表
彰
式
〜

　

２
月
27
日
、中
央
公
民
館
で
、

平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文

化
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
５
団
体
24
名
が
表
彰

さ
れ
、
町
教
育
委
員
会
委
員
長

酒
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
戸
地
方
飲
食
店
組

合
田
子
支
部
が
主
催
し
た
も
の

で
、
１
４
０
名
あ
ま
り
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
で
あ
る
同

支
部
長
の
下
村
健
治
さ
ん
が

「
第
５
回
た
っ
こ
に
ん
に
く
ま

つ
り
の
前
夜
祭
と
し
て
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

員
ら
関
係
者
70
名
ほ
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
青
森
県
環
境

マ
イ
ス
タ
ー
の
大
石
治
男
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
い
っ
し
ょ
に

考
え
ま
せ
ん
か
！
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
石
さ

ん
は
、
八
戸
市
が
取
り
組
ん
だ

ご
み
対
策
や
田
子
町
の
現
状
等

を
紹
介
し
、
人
体
や
地
球
環
境

へ
の
影
響
を
説
明
し
た
後
、「
人

と
自
然
と
地
球
に
や
さ
し
い
田

子
町
を
目
指
し
て
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
参
加
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
５
回
走
五
酒
ラ
リ
ー

　

２
月
25
日
、
町
内
飲
食
店
13

店
舗
を
会
場
に
、
第
５
回
走
五

ご
み
の
減
量
を
考
え
よ

う
！
〜
自
治
会
連
合
会
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会
〜

　

２
月
24
日
、中
央
公
民
館
で
、

平
成
23
年
度
田
子
町
自
治
会
連

合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

自
治
会
連
合
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
、
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進大石氏による講演の様子

随所に笑いを交えた立川さんの講演

あいさつを述べる下村支部長

新しい学校生活に向けて
　２月上旬から中旬にかけ、町内各小学
校では１日体験入学や交流会が行われま
した。
　１日体験入学では、保育園・幼稚園の
年長組が４月から入学する小学校を訪
れ、担任の先生に教わりながら自分の似
顔絵を描き、体育館で運動をし、学校生
活を肌で感じました。
　交流会では低学年児童と入学予定園児
らが一緒にゲームをしたり、給食を食べ
ました。ゲームは主に児童の進行で行わ
れ、お兄さん・お姉さんとして園児らの
手を取りリードしました。
　また、４月から中学生になる町内６年
生児童らが田子小学校に集まり、各校混
合チームでソフトバレーボールを楽しみ
ました。チーム一丸となって優勝を目指
しながらも和気あいあいとプレーし、親
睦を深めていました。

早く入学したいなぁ（清水頭小）

ジャンケン列車の最終決着！
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赤
十
字
田
子
町
分
区
長
の

委
嘱
状
交
付

　

３
月
２
日
、
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
（
三
村
申
吾
支
部

長
）
が
役
場
を
訪
れ
、
山
本
晴

美
町
長
に
同
支
部
田
子
町
分
区

分
区
長
の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
山
本
町
長

は
、「
分
区
長
と
し
て
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

田
子
高
校
を
存
続
さ
せ
よ
う
！

　

２
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
、
田
子
高
校
存

続
を
求
め
る
会
総
決
起
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
70

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
同
会
々
長
の
日
沢
一
雄
さ
ん
が
「
田

子
高
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
郷
土
芸
能

部
の
活
躍
な
ど
、
町
の
活
性
化
の
一
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。
存
続
が
で
き
な
け
れ
ば
、
町
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
会
副

会
長
の
久
保
は
る

み
さ
ん
が
力
強
く

大
会
宣
言
を
し
、

参
加
者
全
員
で
声

高
ら
か
に
「
が
ん

ば
ろ
う
三
唱
」
を

し
て
、
存
続
を
訴

え
る
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
向
け
て
志

気
を
高
め
ま
し

た
。

の
田
沼
義
行
さ
ん
は
「
今
後
も

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
困
難
を
克

服
し
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
は
平
成
23
年

度
春
季
県
下
高
等
学
校
弓
道
大

会
団
体
競
技
２
位
の
田
子
高
校

弓
道
部
女
子
団
体
が
、
文
化
奨

励
賞
に
は
第
32
回
青
森
県
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部

門
最
優
秀
賞
の
田
子
高
校
郷
土

芸
能
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

参加者らによるがんばろう三唱

分区長に委嘱された山本町長

田
高
郷
土
芸
能
部
の
大
下
彩
也
香
部
長

（
文
化
奨
励
賞
）

田
高
女
子
弓
道
部
の
山
本
麻
樹
部
長

（
ス
ポ
ー
ツ
賞
）

存続を呼びかける看板を設置

４年に一度の
２２９（にんにく）の日

　２月29日、４年に一度訪れる「にん
にくの日」を祝い、町内では様々なイ
ベントが行われました。
　町内小中学校の学校給食は、「にんに
く餃子」と「にんにくラーメン」の特
別メニューでした。田子小の児童らは、
おいしいと口々に話しながら、給食を
楽しみました。
　ガーリックセンターではＡＪＯ（ア
ホ）まつりが行われ、２２９円のにん
にくラーメンを食べようと、多くのお
客様でにぎわいました。
　また、中央公民館では、青森県発明
協会知的財産支援コーディネーターの
田中智氏を講師に迎え、「地域ブランド
化を活かす農業の６次産業化」と題し
て講演が行われ、関係者約100名が耳を
傾けました。

お昼時でにぎわうガーリックセンター

多くの方が参加した田中さんの講演



　
5 トピックス

１
位　

熟
年
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

２
位　

酒
乱
会

３
位　

田
子
中
学
校
Ａ

◎
熟
年
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
監
督

　

滝
上
寿
也
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
チ
ー
ム
は
、
名
前
は
変

わ
り
ま
し
た
が
第
３
回
か
ら
ず

っ
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
継
続
す
る
と
い
う

こ
と
は
力
が
つ
き
、
大
切
な
こ

と
だ
と
本
当
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
若
い
人
を
増
や
し
、

楽
し
く
や
り
つ
つ
も
締
め
る
と

こ
ろ
は
締
め
、
来
年
も
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦

表
彰
式

　

３
月
３
日
、
第
35
回
ナ
イ
タ

ー
卓
球
リ
ー
グ
戦
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
月
中
旬
か
ら

２
月
末
に
か
け
て
全
８
チ
ー
ム

が
優
勝
を
目
指
し
て
競
い
合
っ

た
結
果
、
熟
年
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
が
３
年
連
続
の
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

上
位
３
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

熟年オールスターズの滝上監督（右）と柳田さん

行
政
相
談
委
員
に

欠
端
さ
ん
を
委
嘱

　

３
月
６
日
、
欠
端
則
夫
さ
ん

（
58
・
川
代
）
に
行
政
相
談
委

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
す

べ
て
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
自

宅
で
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
役

場
で
行
う
年
２
回
の
定
例
相
談

で
も
気
軽
に
相
談
に
応
じ
て
お

り
、
い
わ
ば
住
民
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
で
す
。
任
期
は
、
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
。

▼
電
話
相
談
受
付

　

☎
32
‐
３
７
５
２
（
欠
端
）

56名がそれぞれの道へ〜田子高校卒業式〜
　３月１日、田子高等学校（岩
本博人校長）で、平成23年度卒
業証書授与式が厳かに挙行され、
２クラス計56名（男子28名、女
子28名）の生徒が、新たな夢や
希望を胸に抱いて３年間慣れ親
しんだ学び舎を巣立ちました。
　式が始まると担任教諭を先頭
に卒業生が入場し、国歌斉唱の
後、岩本校長から生徒一人ひと

りに卒業証書が授与され、激励の式辞が述べられました。続く来
賓祝辞や在校生送辞の後、卒業生代表の福田修平君（飯豊）が答
辞を読み上げると、生徒らは感慨深げに聞き入っていました。
　今年度も田子高校は、県高校総合文化祭郷土芸能部門で最優秀
賞に輝き４連覇の快挙
を達成するなど、開校
以来の歴史に確かな足
跡を残しました。その
中心となり活動した卒
業生56名が、新たなス
テージで一層ご活躍さ
れることを期待してい
ます。

64名の旅立ち〜田子中学校卒業式〜
　３月８日、田子中学校

（小泉一純校長）で、平成
23年度卒業証書授与式が
行われ、２クラス計64名

（男子38名、女子26名）の
卒業生が、３年間の思い
出と感謝や希望を胸に、
学び舎を巣立ちました。
　担任教諭を先頭に卒業
生が入場し、国歌斉唱の

後、小泉校長から生徒一人ひとりに卒業証書が授与されました。
続いて、小泉校長からの式辞があり、卒業生を激励しました。
　来賓祝辞や在校生送辞の後、卒業生代表の釜渕嵩

た か ひ ろ

大君（七日市）
が、仲間とともに過ごした３年間を振り返り、感謝の言葉を述べ
ながら、「必ず親孝行
できる人間になりま
す」と決意を込めて答
辞を読み上げました。
　厳粛で和やかな式の
最後は、卒業生から保
護者への花束贈呈があ
り、お互いに涙して感
謝の言葉を交わし、家
族の絆を深めました。

卒業生の目には涙

凛とした表情で答辞を述べる福田君

涙の記念合唱「愛をありがとう」

一人ひとりに手渡された卒業証書



6トピックス・公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

▽
２
日
（
日
）

　

第
20
回
青
森
県
民
駅
伝
競
争

大
会
（
青
森
市
）

▽
９
日
（
日
）

　

第
58
回
町
民
大
運
動
会
（
田

子
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
23
日
（
日
）

　

第
４
回
元
気
に
歩
こ
う
大
会

★
11
月

▽
３
日
（
土
）
～
５
日
（
月
）

　

第
47
回
田
子
町
文
化
祭
（
作

品
展
示
）

★
２
月

▽
３
日
（
日
）

　

第
35
回
文
化
協
会
芸
能
発
表

会
（
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
）

▽
21
日
（
木
）

　

平
成
24
年
度
文
化
賞
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
表
彰
式
（
中
央
公
民
館
）

●
社
会
教
育
関
係
行
事

★
６
月

▽
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

　

第
64
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大

会
（
主
会
場　

三
戸
町
）

★
７
月

▽
21
日
（
土
）
～
22
日
（
日
）

　

第
64
回
北
奥
羽
総
合
体
育
大

会
（
一
戸
市
）

▽
27
日
（
金
）
～
29
日
（
日
）

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
２

０
１
２
（
砥
場
ノ
平
キ
ャ
ン
プ

場
）

★
８
月

▽
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）

　

水
泳
教
室
（
町
民
プ
ー
ル
）

▽
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

　

第
67
回
県
民
体
育
大
会

★
９
月

▽
下
旬

　

平
成
24
年
度
田
子
町
生
涯
学

習
町
民
大
会
（
中
央
公
民
館
）

●
中
央
公
民
館
行
事

★
１
月

▽
10
日
（
木
）

　

第
38
回
新
春
書
き
初
め
大
会

　
（
中
央
公
民
館
）

▽
13
日
（
日
）

　

平
成
25
年
田
子
町
成
人
式

　
（
中
央
公
民
館
）

※
各
種
講
座
は
随
時
開
催　
　

●
上
郷
公
民
館
行
事

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
▽
５
月
～
２
月
（
毎
月
第

４
火
曜
日　

10
回
程
度　

上
郷

公
民
館
）

★
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾
（
年
10
回

程
度　

上
郷
公
民
館
）

※
各
種
講
座
は
随
時
開
催

●
子
ど
も
会
行
事

★
７
月

▽
27
日
（
金
）
～
29
日
（
日
）

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
２

０
１
２
（
砥
場
ノ
平
キ
ャ
ン
プ

場
）

★
11
月

▽
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）

　

子
ど
も
会
縁
日

★
12
月

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
研

修
会

★
２
月

　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
24
年
度
ジ
ャ
ン
ル
別
行
事
予
定

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
民
館
講
座
受
講
会
員
募
集

　

平
成
24
年
度
公
民
館
講
座
受
講
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

自
主
運
営
方
法
に
よ
り
講
座
の
種
別
選
び
か
ら
、
運
営
・
計
画

立
案
・
実
施
ま
で
行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
希
望
の
講
座
を
、
仲
間
同
士
で
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間　

４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
27
日
（
金
）

第３回元気に歩こう大会の様子

優
良
な
肉
用
牛
生
産
に
向

け
て

　

３
月
６
日
、中
央
公
民
館
で
、

畜
産
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
畜
産
振
興
連
絡
協

議
会
（
山
本
晴
美
会
長
）
が
主

催
し
た
も
の
で
、
畜
産
農
家
ら

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
２
部
制
で
、
は
じ

め
に
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

畜
産
研
究
所
和
牛
改
良
資
源

部
々
長
の
田
中
敏
彦
氏
が
、「
和

牛
の
改
良
は
歩
み
を
と
め
ず
」

と
題
し
て
、
子
牛
市
場
取
引
価

格
の
動
向
や
県
基
幹
種
雄
牛
に

指
定
さ
れ
た
田
子
町
産
の
「
優

福
栄
（
ゆ
う
ふ
く
さ
か
え
）」
の

能
力
な
ど
に
つ
い
て
講
習
を
行

い
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
る
な

ど
し
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
戸
家
畜
保
健
衛
生

所
技
師
の
角
田
公
子
氏
は
、「
家

畜
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
に
」

と
題
し
、
家
畜
の
病
例
と
そ
の

予
防
法
や
ポ
イ
ン
ト
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
な
ど
に
つ
い
て
講

習
を
行
い
ま
し
た
。

田中氏による講演



　
7 図書館情報

日　

午
前
10
時
30
分
か
ら

▼
対
象　

小
学
校
低
学
年
く
ら

い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

の
方

▼
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
絵
本
の
読
み
き
か
せ
と

折
り
紙
作
り
な
ど
。
参
加
す
る

と
会
員
カ
ー
ド
に
シ
ー
ル
を
１

枚
貼
り
ま
す
。

▼
参
加　

そ
の
場
で
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
実
施
中

▼
期
間　

３
月
24
日
（
土
）
～

５
月
31
日
（
木
）

※
上
郷
公
民
館
は
３
月
26
日

（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

▼
内
容　

図
書
館
ま
た
は
上
郷

公
民
館
の
本
を
１
冊
借
り
る
と

台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
し

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
30
個
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
場
で
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
期
間
中
は

何
度
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰

り
コ
ー
ナ
ー

▼
日
時　

４
月
28
日
（
土
）
～

（
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
）

▼
対
象　

貸
出
券
を
お
持
ち
の

中
学
生
以
上
の
方

▼
内
容　

図
書
館
で
購
入
し
１

年
が
経
過
し
た
古
雑
誌
や
、
除

籍
さ
れ
た
古
本
な
ど
を
決
め
ら

れ
た
冊
数
だ
け
差
し
上
げ
ま
す
。

※
人
気
が
あ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め

に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

図
書
館
情
報

春
で
す
！ 

子
ど
も
と
一
緒
に
図
書
館
へ

「
本
の
読
み
き
か
せ
」と「
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
」

本
の
読
み
き
か
せ
と

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

　

子
ど
も
た
ち
は
本
を
読
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

図
書
館
で
実
施
す
る
本
の
読
み

聞
か
せ
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

毎
月
第
２
第
４
土
曜

●伝記
▽父・金正日と私／五味洋治／

289キ
●政治・年金
▽橋下主義（ハシズム）を許す

な！／独裁者の野望と矛盾を
衝く ! ／318ハ

▽あんしん・お気楽！年金15
万円のゴージャス生活／367
ナ

●手芸・料理
▽手作りの通園・通学グッズ／

594テ
▽どこにもない卵１個のスイー

ツレシピ／596シ
▽はなまるマーケット毎日食べ

たい三ツ星レシピ／596ハ
●時代小説
▽すかたん／朝井まかて／913

ア
▽酒田さ行ぐすけ／宇江佐真理

／913ウ
▽日光代参／新・古着屋総兵衛

３／佐伯泰英／913サ
▽覇者／密命25 ／潰し合い中

山道／佐伯泰英／913サ
▽晩節／密命26 ／終の一刀／

佐伯泰英／913サ
▽祝言日和／酔いどれ小藤次留

書17 ／佐伯泰英／913サ

▽朝廷／交代寄合伊那衆異聞
14 ／佐伯泰英／913サ

▽混沌／交代寄合伊那衆異聞
15 ／佐伯泰英／913サ

▽刺客大名／森村誠一／913モ
▽ええもんひとつ／とびきり屋

見立て帖／山本兼一／913
ヤ

●ミステリー
▽所轄魂／笹本稜平／913サ
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集14 ／西村京太郎／
913ニ

▽十津川警部西部新宿線の死角
／西村京太郎／913ニ

▽寝台特急「サンライズ出雲」
の殺意／西村京太郎／913
ニ

▽ビブリア古書堂の事件帖／栞
子さんと奇妙な客人たち／三
上延／913ミ

▽ビブリア古書堂の事件帖２／
栞子さんと謎めく日常／三上
延／913ミ

●そのほかの小説など
▽親鸞／激動編／上下巻／五木

寛之／913イ
▽ピンクとグレー／加藤シゲア

キ／913カ
▽傷痕／桜庭一樹／913サ
▽幻影の星／白石一文／913シ
●エッセイ
▽東京暮らし江戸暮らし／平岩

弓枝／914ヒ

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
～
土 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

４
月
の
図
書
館
行
事

▼
４
／
４
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
４
／
14
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
折
り
紙
」
作
り

▼
４
／
28
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
」
作
り

今日はどんなお話かな？

としょかんクラブも楽しいよ！
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無料人権相談所の開設
▼日時　４月17日（火）午前10時～正午
▼場所　役場第２会議室
▼相談内容
　家庭内のいざこざ、相続関係、戸籍関係、登記関
係、いじめ、借地・借家トラブル、金銭貸借のトラブ
ル、その他日常生活における困りごと等
▼相談員　田子町人権擁護委員　原靖之、田沼寛子

※相談内容については秘密を守ります。

鶏等の家畜を飼っている方の
報告義務について
　平成22年に口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザが国
内で大規模に発生したことから、昨年、家畜伝染病
予防法が改正され、これにより牛・豚・馬・鶏等の
家畜を所有している方はもちろんのことペットとし
て鶏（チャボ、ウコッケイ等を含む）、アヒル、キジ、
ホロホロ鳥、うずら等を飼っているすべての方は、
毎年一回、その飼養状況などを報告することが法律
で義務付けられました。定期報告
の方法は次の通りですが、不明な
点や報告用紙等のお問い合わせは、
下記までお願いします。
▼報告の方法
　飼養場所や頭羽数などを規定の『報告書』で行う。
▼報告期日
　毎年２月１日の状況を４月15日（鳥類は６月15日）
までに。

問役場経済課農業振興グループ☎２０−７１１５
問八戸家畜保健衛生所☎０１７８−２７−７４１５

町民一斉クリーンアップ作戦
▼日時　４月15日（日）午前５時30分～７時
　町民一斉クリーンアップ作戦は、町民が力を合わ
せて各地区の清掃活動を実施し、みどり豊かな美し
い町にするための環境保全を目的とした活動です。

『みなさま積極的にご参加ください！』
※クリーンアップ作戦以外の日でも、各地区におい
て積極的に清掃を実施しましょう。
　また、ポイ捨てや不法投棄等でお困りの場所で禁
止看板を設置したい場合は、無料で進呈いたします
ので、役場町民課住民環境グループまでご連絡くだ
さい。

◎不法投棄に対する罰則
▽個人の場合
　５年以下の懲役、または1,000万円以下の罰金
▽法人の場合
　１億円以下の罰金
　（法令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

▼主催　田子町

問役場町民課住民環境グループ☎２０−７１１３

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）
予防接種のお知らせ

　町では、田子町に住所のある中学１年生の方及び
高校３年生の方を対象に麻しん風しん混合ワクチン

（ＭＲ）の集団接種を実施します。
【麻しん（はしか）とは？】
　麻しん（はしか）は、インフルエンザより感染力が極
めて強く、1000人に１人は死亡することもある重症
の感染症です。予防接種が唯一の予防法となります。
流行時期は、春から初夏にかけてが多いことから、で
きるだけ早めに予防接種を受けるようにしましょう。

対象者 時間 会場

３期対象者
（平成11年４月２日
 ～平成12年４月１日
 生まれの方）

受付時間
15:30 ～16:00

接種開始
16:00 ～

せ
せ
ら
ぎ
の
郷

４期対象者
（平成６年４月２日
 ～平成７年４月１日
 生まれの方）

※対象者の方には、個別にご案内いたします。
※指定された日程で受けられない方は、下記までご連
絡ください。
問保健福祉支援センター☎２０−７１００

← 昨 年 ４ 月、 ク リ ー ン
アップ作戦により集めら
れた各地区のポイ捨てや
不法投棄ごみは、田子町
建設業協会のボランティ
アによって収集され、ク
リーンセンターへ運搬さ
れました。田子町建設業
協会の皆様には毎年、ボ
ランティアでご協力いた
だいております。

問のマークは「お問い合わせ先」の意味です
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NTT東日本の電話帳を発行いたします
　NTT 東日本では、４月中に順次、
新しい青森県版の電話帳を各ご家庭や
事業所へお届けいたします。現在お使
いの電話帳は、お届けの際に回収しま
すので配達員へお渡しください。回収
した電話帳は、地球環境保護や資源の
有効活用のため、新しい電話帳の原材
料となります。
　なお、ご不在等で配達員に電話帳を渡せなかった
場合、「タウンページセンター」までご連絡いただけ
れば、後日、改めて回収に伺います。
問タウンページセンター（平日  午前９時～午後５時）
　フリーダイヤル☎０１２０−５０６−３０９

職場のトラブル解決をサポートします
　解雇、雇止め、賃下げ等の労
働条件のほか、いじめなど、労
働問題に関するあらゆる分野に
ついて労働者や事業主からの相
談を、専門の相談員が、無料で
相談をお受けしております。ご
相談者のプライバシーは厳守されます。いつでも気
軽に総合労働相談コーナーにご相談ください。
問青森労働局総務部企画室　総合労働相談コーナー
　☎０１７−７３４−４２１２
問八戸労働基準監督署内　総合労働相談コーナー
　☎０１７８−４６−３３１１

納期限・振替日を忘れずに！

税の種類  納期限 振替日
（振替納税の場合）

平成23年分
申告所得税 ３月15日（木） ４月20日（金）

平成23年分
消費税・地方消費税

（個人事業者）
４月２日（月） ４月25日（水）

納税は便利・安全・確実な振替納税で !!
◎手続きは簡単です
　金融機関や税務署に備え付けの「預貯金口座振替
依頼書兼納付書送付依頼書」（金融機関への届出印の
押印が必要）に記入・押印のうえ提出してください。
一度提出していただくと、継続してご利用いただけ
ます。
※振替納税を利用している方は、事前に預貯金残高
の確認をお願いします。
問八戸税務署☎０１７８−４３−０１４１

民法等の一部改正と新しい親権制限の制度
〜児童虐待を防ぐために〜
　平成23年６月に、児童虐待の防止等を図り、児童の
権利利益を擁護する観点から、民法等の一部を改正
する法律が公布され、交付の日から起算して一年を
超えない範囲内で施行されることになりました。
▼改正の概要
　民法において、親権停止制度が創設されるととも
に、親権喪失や管理権喪失の原因も見直されて、子
の利益が害されている場合に親権が制限されること
が明確になりました。また、親権を制限した後の子
の安定した監護を実現するために、未成年後見制度
も見直されました。このほか、親権者は子の利益の
ために監護教育をすべきことが明確化されました。
▼親権停止制度
　２年以内の期間に限って親権を制限する制度です。
　子の親族、検察官、児童相談所長のほか、子自身
や未成年後見人及び未成年後見監督人が請求できま
す。
▼未成年後見制度の見直し
　未成年後見人は複数でもよいこととされ、また、
法人を選任することができるようになりました。
▼離婚後の子の監護に関する事項
　離婚後の子の監護について必要な事項の具体例と
して、面会交流や養育費の分担が明示されるととも
に、子の監護について必要な事項を定めるに当たっ
ては、「子の利益を最も優先して考慮しなければなら
ない」との理念が明記されました。

国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実
施いたします。

試験名
受付期間

（郵送の場合は、受付最終日の
通信日付印有効）

第１次試験日

総
合
職
試
験

　
（
院
卒
・

　

大
卒
程
度
）

４月２日（月）～４月９日（月）
【インターネット】

４月２日（月）～４月３日（火）
【郵送・持参】

４月29日（日）

一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
）

４月10日（火）～４月19日（木）
【インターネット】

４月10日（火）～４月11日（水）
【郵送・持参】

６月17日（日）

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容につい
ては、人事院ホームページまたは下記にお問い合わ
せください。
問人事院東北事務局第二課試験係
　☎０２２−２２１−２０２２
人事院ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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戦傷病者の妻の方々に特別給付金が
支給されます
　戦傷病者を永年介護されてきた奥様のご苦労に対
し、国として慰藉を目的に支給するものです。
◎新たに戦傷病者の妻となられた場合
・平成15年４月２日から平成23年４月１日の間に、
夫が戦傷病者として、増加恩給、傷病年金、特例傷病
恩給、障害年金等を初めて受けることとなった場合
に、その妻に支給します。
・平成15年４月２日から平成23年４月１日の間に、
これらの年金を受けている戦傷病者の方と婚姻をし
た妻に支給します。
　【額面15万円（軽傷者の方は7.5万円）、５年償還の
記名国債】

◎「第十八回特別給付金」または「第二十回特別給付
金」を受給されていた戦傷病者の妻の場合
※上記国債を時効により失権した場合でも対象とな
ります。
▽「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の特例支給
・戦傷病者の方が、平成15年４月１日から平成18年
９月30日までの間に、一般の怪我や病気で死亡（平
病死）された場合に、その妻に支給します。
　【額面５万円、５年償還の記名国債】

▼請求期間
　平成26年９月30日（火）まで
※請求期間を過ぎると手続きが行えなくなります。手
続きはお早めに行ってください。

▼請求窓口・お問い合せ先
青森県健康福祉部健康福祉政策課保護・援護グループ
☎０１７−７３４−９２７８

検察審査会にご相談を！
　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害に遭い、
警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を裁判
にかけてくれない。どうも納得ができない。このよ
うな人のために、検察官のした処分が正しかったか
どうかを審査する機関として「検察審査会」があり
ます。「検察審査会」では、国
民の中からくじで選ばれた11
人の検察審査員がこの審査を
します。相談は無料ですし、
秘密は固く守られます。詳し
くは下記までお問い合わせく
ださい。
問八戸検察審査会事務局（青森地方裁判所八戸支部
内）☎０１７８−２２−３１０４

「みちのく・ふるさと貢献基金」助成事業
募集のお知らせ
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金法人で
は、県内における個人、団体、ＮＰＯ法人、企業等
が地域の発展、地域貢献に資するために地域資源を
活用・創造する活動や、健康増進、医療、福祉、環
境に関連する活動に対し、必要な費用を助成してい
ます。
▼応募期間　４月１日（日）～６月30日（土）
▼応募方法
　ホームページから申請書をダウンロードし、必要事
項を記入して財団事務局へ送付してください。
▼助成金　必要費用以内で、100万円を限度

問公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金事務局
　☎０１７−７７４−１１７９

ＵＲＬ：http://www.michinoku-furusato.or.jp

平成24年７月１日、
改正育児・介護休業法が全面適用！
　平成21年に改正された育児・介護休業法のうち、常
用労働者数100人以下の企業に対し適用猶予されてい
た以下の事項について、平成24年７月１日より全面施
行となりますので、就業規則等の規定の整備をお願
いいたします。

①育児短時間勤務制度
　→３歳未満の子を養育する労働者のための１日の
所得労働時間を原則６時間とする制度
②育児のための所定外労働の制限
　→３歳未満の子を養育する労働者のための所定外
労働を免除する制度
③介護休暇
　→要介護状態にある対象家族の介護その他の世話
のために、対象家族１人の場合には年５日、２人以上
の場合は年10日まで、年次有給休暇とは別に取得で
きる休暇制度
※いずれも、制度利用は労働者の申出によります。
問青森労働局雇用均等室
　☎０１７−７３４−４２１１　ＦＡＸ０１７−７７７−７６９６

●広報たっこでは、皆様からの情報提供を
お待ちしています。
　紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場総務課企画振興グループ
☎２０−７１１１
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月

９
日
（
月
）
か
ら
４
月
15
日

（
日
）
ま
で
の
１
週
間
、『
消
し

た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い

ま
す
。
田
子
町
か
ら
火
災
を
な

く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
新
入
学
児
童
を
守
ろ
う

　

４
月
は
新
年
度
が
始
ま
り
、

新
社
会
人
、
新
入
学
児
童
等
希

望
に
あ
ふ
れ
た
季
節
で
す
。

　

道
路
に
も
真
新
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
に
し
た
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
１
年
生
が
登
下
校
し
ま
す
。

み
ん
な
で
注
意
し
、
事
故
の
な
い

明
る
い
田
子
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
荒
ら
し
に
注
意
を
！

　

例
年
、
鍵
を
か
け
忘
れ
の
駐

車
中
の
車
や
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を

壊
す
等
し
て
車
内
に
置
い
た
カ

バ
ン
、
バ
ッ
グ
等
の
貴
重
品
が

盗
難
に
遭
う
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

◇
貴
重
品
は
身
に
つ
け
、
車
内

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
ド
ア
は
確
実
に
ロ
ッ
ク
を
！

◇
サ
ン
モ
ー
ル
の
駐
車
場
で
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
駐
車
し

て
い
る
車
が
あ
り
ま
す
。
車
を

盗
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
通
り
の
あ
る
日
中
の
わ
ず
か

の
時
間
に
被
害
に
遭
っ
て
お
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

編
集
後
記

　

復
興
支
援
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目

的
に
、
６
月
号
か
ら
表
紙
に
掲
載
し
て

い
る
「Proud! Japan

」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。

こ
れ
は
「
混
乱
の
中
で
も
凛
と
し
た
態

度
で
秩
序
を
守
る
被
災
者
の
皆
さ
ん
は

日
本
の
誇
り
で
す
！　

だ
か
ら
み
ん
な

が
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
エ
ー
ル

を
被
災
地
に
送
る
と
い
う
運
動
で
し
た

が
、
今
月
号
を
も
っ
て
一
区
切
り
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
支
援
を
止
め

る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
復
興
元
年
に
際
し
、「
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
」
で
支
援
を
継
続
し
、

被
災
地
が
本
格
的
な
復
興
に
向
け
て

着
々
と
前
進
す
る
姿
を
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

次
回
５
月
号
か
ら
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
の
一
手
段
と
し
て
、
表
紙

と
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
紙
面
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。
こ
の
カ
ラ
ー
化
に
よ
り
、

新
鮮
で
分
か
り
や
す
い
情
報
を
伝
え
ら

れ
る
広
報
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

人
生
は
戻
る
事
な
く
進
む
だ
け 

松
橋
良
則

言
い
負
け
た
心
の
傷
に
風
が
し
む 

中
村
春
太
（
春
雄
）

木
登
り
は
猿
よ
り
上
へ
カ
タ
ツ
ム
リ 

岩
間
十
三
男

い
け
い
け
と
そ
そ
の
か
し
て
る
黄
信
号 

久
慈
三
太
（
正
良
）

放
射
能
大
丈
夫
だ
と
丸
か
じ
り 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

ま
ん
ま
る
の
お
む
つ
が
這
っ
て
ゆ
く
未
来 

阿
保
千
枝

気
を
失
し
な
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
り
ま
し
た 

松
尾
与
志

赤
ず
き
ち
ゃ
ん
顔
が
オ
オ
カ
ミ
ぷ
ん
ぷ
ん 

佐
々
木
ひ
ろ
こ

ふ
り
か
け
た
ひ
と
塩
き
め
る
北
の
味 

森
田
榮
子

白
鳥
が
む
れ
を
な
し
て
く
み
ご
と
だ
よ 

浅
沼　

裕

国
会
に
狐
も
狸
も
べ
ご
も
い
る 

鳴
滝
笑
美
子

去
っ
て
ゆ
く
も
の
ば
か
り
見
る
窓
の
席 

笹
田
か
な
え

初
孫
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
幼
稚
園 

　

荷
軽
井
光
生

ひ
と
振
り
の
塩
三
つ
星
の
味
に
す
る 

西
村
吐
夢
（
務
）

ど
や
顔
は
子
供
の
時
か
ら
変
わ
ら
な
い 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

被
災
地
へ
消
し
ゴ
ム
全
部
売
り
切
れ
る 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

髪
切
っ
て
少
女
は
春
へ
背
伸
び
す
る 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳



1

●
「
が
ん
ば
っ
亭
」
開
店

　
「
も
う
す
ぐ
卒
業
す
る
６
年

生
の
た
め
に
、レ
ス
ト
ラ
ン『
が

ん
ば
っ
亭
』を
開
店
し
ま
し
た
。

オ
ス
ス
メ
は
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
と

サ
ラ
ダ
で
す
。」

　

校
長
先
生
の
一

言
か
ら
、
家
庭
科

室
特
設
レ
ス
ト
ラ

ン
「
が
ん
ば
っ
亭
」

で
の
調
理
実
習
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

チ
ー
ム
と
サ
ラ
ダ

チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
い
よ
い
よ
調

理
実
習
ス
タ
ー

ト
。

　

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

チ
ー
ム
は
、
玉
子

を
20
個
わ
り
、
パ

ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
レ

ッ
ジ
ャ
ー
ノ
チ
ー
ズ
を
お
ろ
し

入
れ
ま
す
。
次
に
厚
切
り
ベ
ー

コ
ン
を
短
冊
に
切
っ
て
そ
れ
を

炒
め
る
と
、
い
い
に
お
い
が
家

庭
科
室
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

パ
ス
タ
を
ゆ
で
て
、
ベ
ー
コ
ン

と
玉
子
と
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
ソ

ー
ス
と
絡
め
ま
す
。
仕
上
げ
に

さ
ら
に
チ
ー
ズ
と
塩
コ
シ
ョ
ウ

を
。「
お
い
し
そ
う
。」
み
ん
な

笑
顔
で
す
。

　

サ
ラ
ダ
チ
ー
ム
も
が
ん
ば
り

ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
チ
ー
ズ
を
な
ん

と
か
切
り
分
け
、
次

に
ト
マ
ト
も
輪
切
り

に
し
ま
す
。
ト
マ
ト

と
チ
ー
ズ
を
重
ね

て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ

ジ
ル
を
ち
ら
し
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か

け
て
完
成
。

　
「
い
っ
た
だ
っ
き

ま
ー
す
。」

　

み
ん
な
い
っ
せ
い

に
食
べ
始
め
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
は
お

い
し
す
ぎ
て
、
だ
れ

も
口
を
開
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
「
お
い
し
い
？
」
と
い
う
校

長
シ
ェ
フ
の
問
い
か
け
に
、
満

面
の
笑
み
で
「
は
い
っ
。」
と

答
え
る
10
人
の
６
年
生
。

　

卒
業
ま
で
の
あ
と
わ
ず
か
な

日
々
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
お
い

し
い
思
い
出
が
加
わ
り
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　 

上
郷
小
学
校

お悔やみ
●山本俊男（82歳）根渡
●三田建藏（85歳）飯豊
●柳田重作（71歳）野月
●日向又二郎（81歳）新田
●中山　進（61歳）七日市
●嶋澤政志（81歳）上野
●坂本はき（94歳）野面
●坂本和男（81歳）長坂
●大坊重治（79歳）道前
●川村富正（70歳）川代
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
24
年
２
月
29
日
現
在

世帯数／2250（＋２）
人口／6492（−17）
男／3109（−12）
女／3383（−５）

（　）内は前月比です
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●4月3日（火）
　麻疹風疹３期予防接種
　（せせらぎの郷）午後3:30〜4:00
●4月4日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●4月5日（木）
　麻疹風疹４期予防接種
　（せせらぎの郷）午後3:30〜4:00
●4月11日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●4月12日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●4月13日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●4月16日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●4月18日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月20日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00

　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●4月23日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●4月25日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月26日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●4月27日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00

4月の主な保健・介護予防事業予定表

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。


